
 

 

 記者発表資料（６）                      福 島 市  
 

令和２年７月３０日 

 

 「しゃがむ土偶ドキドキ事業」はじまる！ 
～福島の宝と縄文の魅力を発信します～ 

 

飯坂町東湯野から出土の「しゃがむ土偶」。土偶単独では県内唯一の国重要文化財です。

過去には、東京国立博物館やパリ、イギリスの大英博物館に展示されるなど、学術的な評価

だけでなく、現代的な美術工芸品としても評価され、世界的に注目を集めています。 

これまで、プロジェクトチームでは、「知ってドキドキ」「見て(見て)ドキドキ」「触れて

ドキドキ」をコンセプトに、しゃがむ土偶を通じて様々な事業を企画立案してきましたが、

８月から福島の宝と縄文の魅力を発信する事業が本格始動します。 

 

記 

１ 主なプロジェクト 

①「ドキドキじょうもん商店街」（第４弾）８月１日(土)から  

②「縄文土偶ドキドキ女子会」（第８弾）９月１３日(日) 

③ 企画展「土偶の世界 ～集結！国宝土偶レプリカ５体と福島の土偶展～」（第９弾） 

１０月９日(金)（ＤＯＧＵの日）から１２月１４日(月)まで 

④「ドキドキ土偶対談＆縄文時代劇」 (第１０弾) １０月２４日(土) 

⑤ しゃがむ土偶の愛称募集 (第１１弾)１０月２４日(土)から 

   詳細は別紙「ドキドキプロジェクト一覧」のとおり 

 

２ ドキドキ事業プロジェクトチーム 

・譽
こん

田
だ

 亜紀子
あ き こ

氏（ライター、土偶女子） 

・望月
もちづき

 昭
あき

秀
ひで

氏 （雑誌縄文ＺＩＮＥ編集長） 

・八木
や ぎ

 勝
かつ

枝
え

氏 （岩手県埋蔵文化財センター、学芸員） 

・じょーもぴあ活用推進協議会 

 

３ しゃがむ土偶とは 

 ・正式名称：土偶 上岡遺跡出土（通称：しゃがむ土偶） 

・法  量：高さ２１．３ｃｍ、幅１１．５ｃｍ 

・時  代：縄文時代後期（約３，５００年前） 

・所  有：福島市（収蔵保管：じょーもぴあ宮畑 体験学習施設じょいもん） 

・指  定：平成２３年６月２７日（発見：昭和２７年１２月１５日） 

 ※指定理由：土偶の中では大型で特異な姿勢を表現している。座産あるいは祈りを捧げる姿勢と推定され、

縄文時代の文化や習俗を復元する上で極めて貴重である。 

担当：文化振興課 埋蔵文化財係 

   課長 佐藤、係長 新井 

   電話024-525-3785（直通） 






